
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと難しいですが、簡単にまとめると紛争地や 
発展途上国へ食料を持って行って供給するのでは 
なく、その様な土地でも農業従事者等はいるので、 
その部分を援助すると言う事です。 
例えばウクライナで戦争が続いていますが、全土で 
戦闘が行われているわけではないので、その地域で 
農業支援を行う。地雷を撤去した土地で、農業を行う。
その後の貯蔵庫の提供等、様々な活動を行うのが FAO
だそうです。 
この講演を聞くまで考えた事もなかったので、正に目
からうろこが落ちた気分でした。 
また FAO では毎年、世界の食料事情を報告しており、
令和５年（2023）では７億５千万人が飢餓に直面し
ており、2019年のコロナ前より 1億 5200万人 
増加しています。また２８億人以上が、健康な食事を
取る事が出来なかったそうです。健康な食事とは 
お肉や魚、新鮮な野菜等です。安全な牧草が無ければ
動物育てる事が出来ず、肉を食べる事が出来ない。 
海や川が無ければ魚を食べる事が出来ません。 
また綺麗な水が無ければ野菜も育ちません。 
あとは政治が安定していない為、貧窮層が多く、お金
が無く購入できない。この様な方が２８億人以上居る
と言う事です。 
内訳は低所得の国では 71.5 ﾊﾟｰｾﾝﾄ。高所得の国でも
6.3 ﾊﾟｰｾﾝﾄ。男性よりも女性が多く、都市部よりも 
農村部の方が多いとの事です。またロシアとウクライ
ナに依存している国が非常に多い事も原因となってい
ます。エリトリアを始めモンゴルやジョージア・オラ
ンダ等 80 ﾊﾟｰｾﾝﾄ以上、両国へ依存しています。また
ロシア産の肥料もモンゴル・中国を始め多くの国が依
存しています。この為食料が不足しています。 
この紛争を始めコロナ・経済の減速と低迷・異常気象
の 4 つが大きな原因と考えられます。 
安定的な食糧供給には安全な農業経営が重要です。農
業だけではないですが、水がとても重要となります。
この水も淡水でなければなりません。地球上の水分の
内、淡水は僅か 2.5 ﾊﾟｰｾﾝﾄしかありません。その 2.5
ﾊﾟｰｾﾝﾄの淡水の 72 ﾊﾟｰｾﾝﾄを農業で使っています。日
本では殆ど水の心配をしませんが、世界中では大きな
問題です。 
また土地の劣化や気候変動の問題です。 
少し前の資料ですが、2014 年時点での農作物の総生
産量の 66 ﾊﾟｰｾﾝﾄを占めるのは 9 種の植物。また畜産
からの食料供給で、95 ﾊﾟｰｾﾝﾄを支えるのは家畜の 
8 種。そのうち家畜の 26 ﾊﾟｰｾﾝﾄは絶滅危機。淡水魚
の 30 ﾊﾟｰｾﾝﾄも絶滅危惧種。農業の多様性が重要と 
なっています。 
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１・能登半島豪雨災害支援金 

   10 月 28 日(月) 9,800 円 振込み完了 
 
２・国際大会-クレジットカード情報の 

送信方法について（日本事務局） 
 
３・ロータリークラブセントラルの 

マルチイヤー対応について 
 
４・財団室 NEWS 最新号 

 
５・ロータリー情報委員会 研修会のご案内 

   11 月 30 日(土)福岡ガーデンパレス 
 
６・11月 ロータリー財団月間リソースのご案内 

 
７・2024-2025 年度第 3 グループＩ・Mご案内 

2 月 15日(土)13：00～17：00 
会場：ユメニティのおがた 

 
８・ガバナー『月信』11 月号URL・QRコード 

 
９・ロータリーの友ピックアップページ 

 
10・第 2回RLI 研修会のご案内 

 

次回例会 １１月１５日(金)18：30～ 

オープン例会 エクセレントガーデン 
 

幹事報告・安永君 

 
ニコニコ BOX 

本日計     ４２，０００円 

累 計   ４０５，１７７円 

 

 

 

 

 

長元君 11 月 16 日で 59 才になります。 

    還暦目前ですが頑張ります。 

大森君 お祝いありがとうございました。 

    健康第一で生きてゆきます。 

中山(将)君 誕生日のお祝いありがとうございました。 

松本君 誕生お祝いありがとうございます。 

平嶋君 会員皆様のご活躍と多大なるご支援により、 

本クラブは 2023-2024 年度ロータリー賞を 

受賞いたしました。 

心より感謝いたします。ありがとうございました。 

椎原君 前回例会を欠席しました。 

休場君 お久しぶりです。 

鰺坂さん今日はありがとうございました。 

鎌田君 オープン例会ご協力ありがとうございます。 

須藤君 誕生月の方々おめでとうございます。 

中山(富)君 来年 5 月みんなでタイに行こーう‼ 

土居君 先日芋掘の時スコップを忘れて帰られた 

インターアクトがいるため、インターアクト例会

に行きました。ロータリアンが私ひとりで 

スコップ持って行かなかったら例会不成立でした 

皆さん時間が有ればインターアクト例会に出席し

ましょう。 

竹田君 アツアツ弁当楽しかったです。 

深野君 11/13 第 3 グループゴルフ 

    団体も入賞めざしましょう。 

小石君 曾さん 3 月 8 日終了式です。 

    後少しよろしくお願いします。 

佐野君 土居さんありがとうございます。 

安永君 本日のクラブ協議会お疲れ様でした。 

鰺坂君 11 月誕生日の皆さんおめでとうございます。 

坂本君 ポッキーの日ですね！ 

直方 RC 関屋君 井上君 原中君 

 

第４９年度 

第２０８０回例会 （２０２４年 １１月 １１日） 

例会プログラム           

 

 

 
◎出席（会員数３０名） 
（出席規定免除会員 江島 井手 田代） 
 出席 …２２名  
欠席 … ５名（植田 山岡 友田 山﨑 大谷） 

◎出席率 …81.４％ 
◎ロータリーソング    それでこそロータリー 
◎4 つのテスト           中山(将) 君 
◎ビジター    米山記念奨学生 曾 子芮 君 
                  直方 RC   関屋 正彦 君 
 
 
 
 
１１回目の会長の時間です。宜しくお願い致します。 
今日は 11 月11 日。そして今期 11 回目の例会です。
１が並びなんだか嬉しいですね。 
この後第３回クラブ協議会となっていますので、宜し
くお願い致します。 
先日国際連合食糧農業機関（FAO）の駐日連絡事務所
長日比絵里子さんの講演を聞く機会がありました。 
そのお話をさせて戴きます。 
テーマは「世界の食料安全保障～みんなが食べられる
世界へ～」でした。 
日比さんは上智大学法学部を卒業後、イギリスやアメ
リカの大学にも留学され、国際関係学修士号を取得さ
れており、ローマの本部を始めシリアやサモア・ニュ
ーヨーク・ウズベキスタン等、多くの国で勤務されて
おり、現在日本のトップです。 
まず FAO を聞いた事が無かったのですが、 
国連の組織の中でも専門機関部門に属し、ローマに 
本部を置き、世界 130か国に事務所があります。 
同じ部門にはよく耳にする世界保健機関 WHOや 
世界通貨基金 IMF 等があります。 
FAO の主な目的は「人々が健全で活発な生活を送る為
に、十分な量・質の食料への定期的アクセスを確保し、
全ての人々の食料安全保障を達成する。」事だそうで
す。 

    第 3 回クラブ協議会 

会長の時間 

 
また福岡県でも藏内県議や服部知事が提唱する「ワンヘル
ス」も大切です。科学や技術、そしてイノベーションする
事により、農業や食料システムの変革を加速出来るとの事
でした。 
その反面、世界の農家の約 90 ﾊﾟｰｾﾝﾄが家族経営です。 
現在日本では農業離れが著しいですが、地産地消や地域経
済との連携、また家族経営により、世代間の伝承が出来ま
す。資源のない日本なので、国内自給率を上げる為には、
農業を守る事はとても重要だと思います。 
現在 28か国、89 か所に「世界農業遺産」がありますが、
日本には 15か所が認定されています。九州では大分県に
2 か所。宮崎県に 3 か所です。 
豊葦原の瑞穂の国「日本」。改めて重要な時期に来ている
事を認識致しました。 
 
第３８代天智天皇の御製を紹介致します。 
 

秋の田の かりほの庵の 苫をあらみ  
 
わが衣では 露にぬれつつ 

 
「皆様方の御多幸をお祈りし」会長の時間を終わります。 
有難うございました。 
 

 

米山記念奨学生 曾 子芮 君 

例会出席ありがとうございます 

 


